




要約:遺伝相談のニーズは集団に於ける遺伝性疾患・先天異常の自然発生率に依存している。

人類集団の遺伝性疾患の発生率は間接推定がなされたのみで、悉皆調査、追跡調査による

実地の精密な測定がなされた事はない。神奈川県逗子市をフィールドとした調査で、昭和

50-59 年の 6,797 人の出生に対し、先天異常の発生は 5.6%であった。遅れて診断される精

神発達遅滞を追加すると出生あたり 6-7%が見込まれる。 

遺伝相談・出生前診断サービスの国際調査で 47ヶ国 667 施設に発送し、現時点で 1/3 の回

収を得ている。 


